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江戸時代の初期に旅行者や荷物を安全に継ぎ送る「継立村」として

指定された溝口宿（みぞのくちしゅく）は、二子村とともに宿場町とし

て賑わいました。明治時代の初期に生まれた作家、国木田独歩の短編

小説『忘れえぬ人々』の舞台にもなっています。 

今もなお、文化的な所産が残る街、溝口。そんな風情豊かな溝口周辺

の歴史散歩コースの様々な見所を訪ね歩きます。今回も大山街道ふる

さと館の学芸員さんにご案内いただきます。東急溝の口駅の南口を出

て「片町の庚申塔」を起点に出発しましょう。 

 

 

 

名所・旧跡 

• 国木田独歩の碑 - 小説「忘れ得ぬ人々」の舞台とな

った溝口の亀屋前に立てられた碑が、高津図書館入口に移設さ

れた[4]。 

• 灰吹屋 - 1771 年（明和 8 年）に鈴木仁兵衛が創業

した薬屋。大正年間に建てられ、1960 年（昭和 35 年）まで

使われた蔵造りの店が残る[5][6]。 

• 大山街道ふるさと館 

• 大石橋 - 二ヶ領用水にかかる[7]。 

• 溝口神社 

• 宗隆寺 

古くから霊山として信仰されてきた大山は、都心から近く現在も多

くの参拝者で賑わう観光地です。この大山に参拝する大山詣りは、江

戸時代中期以降、江戸庶民の間で大流行し、最盛期には年間 20 万人に

上る人々が大山へ向かいました。赤坂御門から伊勢原を経由し沼津へ

ぬける矢倉沢往還も、大山詣りの流行とともに『大山街道』と呼ばれる

ようになります。大山街道の宿場町の一つ、二子・溝口も、大きく発展

し、街道は大山へ向かう旅人で賑わうようになりました。 

川崎市大山街道ふるさと館の学芸員さんにご案内いただきながら、

街道沿いの見どころをめぐります。 

大山街道ふるさと館を出発し、二子橋付近まで歩く「二子コース」。冬

の澄んだ空気の中、歴史の足跡をたどりながら、心も体も温まるひと

ときを過ごしてみませんか。 

大大山山街街道道歴歴史史散散歩歩
～～溝溝口口ココーースス～～

川崎の歴史や文化、生涯学習施設や全市的に取り組まれている活動などの紹介 

「北高幡不動道 南川崎道 西大
山道 東青山道」とある江戸時代後
期の文政12(1829)年に建てられ
た道標です。日野の高幡不動尊金
剛寺にも通じる府中街道と、大山
街道が交差する、街道の脇に立っ
ていましたが、現在はふるさと館
脇に移設されています。 

高幡不動尊道標 

川崎市大山街道ふるさと館 

大山街道ふるさと館は、大山
街道の歴史や人々の暮らし、高
津に関する貴重な資料などを保
存・展示する施設で、貸室も行っ
ています。展示室は観覧無料で、
誰でも気軽に立ち寄れます。 
館内には休憩スペースやトイ

レもあります。お散歩のひと休
みにも便利です。 

 

大和屋跡 江戸時代から続く老
舗の和菓子屋「大和屋」
は、冠婚葬祭用の菓子を
世田谷や狛江などから
も買いに来る人がいる
ほど、有名な和菓子屋で
した。 
濱田庄司の父方の家

で、濱田はここで幼少期
を過ごしました。 

溝口神社 

溝口村の村社です。創建
年代は不明ですが、宝永
5(1708)年の記録が残っ
ています。当時は赤城大明
神を祀る赤城社と呼ばれて
いました。 

岩崎酒店跡 約130年続いた老舗
の酒屋で、戦前は選挙の
有権者になるほど繁盛
しましたが、2021年惜
しまれつつも歴史に幕
を下ろしました。岩崎酒
店の屋号「糀屋」から名
付けられた糀ホールが、
現在も高津の文化を支
えています。 

栄橋の親柱石 
旧平瀬川と根方堀に

かかる栄橋があった場
所です。明治の初めまで
は「馬上免橋」と呼んで
おり、大正13(1924)年
に木橋から石橋となり
ました。現在は暗渠とな
っていますが、交差点の
名前に残り、かつての姿
を偲ばせています。 

片町の庚申塔 「東江戸道 西大
山道」と記され、かつ
て道しるべの役割も
果たした庚申塔で
す。村に悪い病気が
入らないよう、溝口
村の村境に建てられ
ました。この場所が
交通の要所であった
ことがわかります。 

岡田屋足袋店 

江戸時代から続く足袋
屋です。昭和の頃には足袋
だけでなく、祭礼用品や作
業着も扱うようになり、現
在まで続いています。 

太田医院跡 
濱田庄司が生まれた、母

方の実家、蘭方医太田医院
があった場所です。太田家
は早くから種痘（天然痘の
ワクチン接種）を始めた医
者で、溝口の医療発展に貢
献しました。 
現在は濱田庄司の記念

碑が建っています。 

濱田庄司は人間国宝第1
号となった、益子焼の陶芸
家です。民芸運動家として
も知られ、柳宗悦やバーナ
ード・リーチとも交流があ
りました。明治27(1894)年
に溝口で生まれ、幼少期を
過ごした濱田は、電車の開
通などで近代化していくふ
るさと高津を離れ、原風景
の残る益子に移り住みまし
たが、生涯高津から籍を動
かすことはなく、現在は宗
隆寺に眠っています。 
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濱田庄司と溝口 

濱田庄司 

記念碑 

大石橋 
二ヶ領用水にかかる

橋で溝口宿の中心にあ
たります。そばには溝口
村の名主を務めた丸屋
がありました。この丸屋
は問屋役をしていた家
で、溝口水騒動の舞台に
もなりました。 

大大山山街街道道ととはは  
矢矢倉倉沢沢往往還還はは、、江江戸戸時時代代にに東東海海道道のの脇脇往往還還ととししてて

整整備備さされれたた街街道道でですす。。江江戸戸時時代代中中期期ににななりり、、伊伊勢勢原原
のの大大山山へへ参参拝拝すするる大大山山詣詣りりがが庶庶民民のの間間でで流流行行すするる
とと、、大大山山へへ向向かかううここのの街街道道はは「「大大山山街街道道」」とと呼呼ばばれれ
るるよよううににななりりままししたた。。最最盛盛期期ににはは年年間間2200万万人人がが大大山山
へへ参参詣詣ししたたととさされれ、、多多くくのの旅旅人人がが行行ききかかいい、、現現在在でで
もも当当時時のの様様子子をを垣垣間間見見るるここととががででききるる史史跡跡がが数数多多くく
残残っってていいまますす。。  

宗隆寺 

七面山のふもとにある
長い歴史を持つ日蓮宗の
寺で、境内には松尾芭蕉の
句碑や濱田庄司の墓があ
ります。明治の初めには学
制の発布に伴い高津小学
校の前身、溝口学舎として
教育の拠点にもなりまし
た。 

武蔵溝ノ口駅 

溝の口駅 

片町の庚申塔 

栄橋の親柱石 

岩崎酒店跡 

大和屋跡 

岡田屋足袋店 

高津駅 

亀屋と国木田独歩の文学碑 

江戸時代から続く旅籠「亀屋」は、国木田独歩の小説「忘
れえぬ人々」に登場し有名になりました。玄関わきに建て
られた国木田独歩の文学碑は亀屋の廃業後、高津図書館の
そばに移設されています。 

国木田独歩の碑 

川崎市大山街道ふるさと館 

高幡不動尊道標 

亀屋跡 

溝口神社 
宗隆寺 

大石橋 

溝の口西口商店街 

溝の口西口商店街 
戦後、闇市があったところ

で、現在は昭和の面影が残る
ディープなエリアです。 

太田医院跡 
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山道 東青山道」とある江戸時代後
期の文政12(1829)年に建てられ
た道標です。日野の高幡不動尊金
剛寺にも通じる府中街道と、大山
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ていましたが、現在はふるさと館
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